


矩火採火式/大会廊。思決切Gクー「空港の火」品〈しま固傭第50回国民体育大会

ー
¥
人
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福
島
市
の
あ
づ
ま
陸
上
競
技
場
で

ふ
く
し
ま
国
体
秋
季
大
会
の
開
催
期

間
中
(
ぬ
月
凶
日

l
m
月
四
日
)
燃
え

続
け
、
選
手
の
活
躍
を
見
守
る
で
つ

つ
く
し
ま
の
火
』
と
な
っ
た
矩
火
「
空

港
の
火
」
の
採
火
式
が
叩
月
8
日
(
日
)

福
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
前
の
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
自
は
、
冷
た
い
雨
が
降
り
し
き

る
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

大
勢
の
国
体
関
係
者
や
地
域
住
民
の

方
た
ち
が
詰
め
か
け
ま
し
た
口

採
火
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
記
念

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
須
釜
小
四

辻
分
校
の
児
童
犯
人
が
、
国
体
の
テ
ー

マ
曲
「
J
U
M
P
-
-
』
の
音
楽
に
合
わ

せ
、
一
輪
車
に
よ
る
集
団
演
技
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。雨
で
滑
り
や
す
い
悪
条

件
の
中
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
技
に
出

席
者
た
ち
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
南
須
釜
念
仏
蹄
り

保
存
会
の
「
南
須
釜
の
念
仏
踊
り
」
も

披
露
さ
れ
、
村
で
採
火
さ
れ
た
「
空
港

の
火
」
が
無
事
に
メ
イ
ン
会
場
に
引
き

継
が
れ
、
国
体
が
大
成
功
す
る
こ
と
を

願
っ
て
踊
る
少
女
た
ち
に
も
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

矩
火
は
、
太
陽
の
光
を
凹
面
鏡
で

集
め
た
太
陽
熱
か
ら
採
火
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
雨
の
た
め

直
接
火
を
と
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ

ら
か
じ
め
こ
の
方
法
で
採
火
し
保
管

さ
れ
て
い
た
安
全
灯
か
ら
、
車
田
村

長
の
手
に
よ
り
採
火
さ
れ
、
菅
野
昭

県
中
地
方
振
興
局
長
が
「
空
港
の
火
」

と
命
名
。
矩
火
リ
レ

l
隊
が
入
場
し
、

県
中
地
方
振
興
局
長
と
村
実
行
委
員

長
の
車
田
村
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
矩
火
や
大
会
旗
が
リ
レ

l
隊
に

委
託
さ
れ
ま
し
た
D

リ
レ

l
隊
代
表
の
塩
津
友
里
さ
ん

(
須
釜
中
3
年
)
が
「
国
体
の
成
功
を

願
っ
て
カ
を
合
わ
せ
リ
レ
ー
し
ま

す
」
と
宣
誓
し
、
盛
大
な
拍
手
に
見

送
ら
れ
福
島
空
港
を
ス
タ
ー
ト
。
車

で
の
リ
レ

1
3
区
間
を
除
く
4
区
間

を
泉
、
須
釜
両
中
学
校
生
徒
が
降
り

続
く
雨
の
な
か
元
気
に
リ
レ
ー
し
、

短
火
と
大
会
旗
が
無
事
に
鏡
石
町
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
県
中
コ

l
ス

を
つ
な
い
だ
「
空
港
の
火
」
は
日
目
、

郡
山
市
で
「
中
通
り
の
火
」
と
し
て
合

火
さ
れ
ま
し
た
。
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国園
田園

平成8年の成人式を来春 1月15日成人の日に、村就業改善セ
ンヲーで行います。

村内に住所がある該当者は次のとおりです。名前が載ってい

ない方や、村タトに住所があっても郷里で成人式を迎えたい方は、

12月148までに村公民鑓fi57-3101内線62番にお申し込みくだ
さい。(名簿は10月13日現在のものです) [数称略}

関根豊明・須藤幸子・鈴木靖子・白旗

功-須藤かおり-矢部博-須藤智恵子ー矢吹

京子・辻泰之・ !J¥針孝江-小平美希

曲山加代子ー木須洋子-真弓重夫-真弓

泰弘

草田健一・矢吹利勝・吉田寿・関根

幸恵-矢吹耕治・首藤優子-高原啓也・

須藤幸次-石井和子-往藤真濫・石井久美子

藤田真由美-宗形辰哉-鈴木由美・溝井久美子・

添田仁子

双里知博-近藤力¥おり-関根友子-石山

秀俊・小針千恵美

鈴木志乃婦-倉鎌

綾乃-石森進

-大竹理香・吉田

佐藤春江-小林立栄-昭部正樹・ !J¥林

誠・小林一哉-高坂光彦-上野五郎・土平井

広子-石井春美・小林喜裕ー鈴木

湯;翠広美-佐藤美穂・遠藤達也-小林

正典・仁井田理恵・仁井田修 a小林和子

襲撃諸藩藍豊雄事華麗 増子薫-富田修也-塩漂唯幸-関根

かおる-若松幸広-大和白伸広，大野勝広

大野浩-椙楽器子ー悶部善和・石森明美・

関根恵義子

憲章擁護溜観報矢吹由香・矢吹恵美・榊枝徳子・鈴木

和子-草野恵子-関根美香‘草野達也

阿久津幸子-榊枝忍・渡濯勇-関根芳枝

矢吹真澄・鈴木久美子・鈴木!/，慎一・矢部

純子

事選援髭iJm藍鐘艶轟轟関根 裕子
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作文コンクール入賞者
作文ヨシクール平成7年鷹町家庭@固』作玄f書写o{f少年@皇鵠』

「少年の主張」作文コンクール入賞者
第11回
「家庭の日J書写コンクール入賞者 おとうさんのおてつだい潤木鈴

一
奥

須釜小秀{愛
省内中泉秀f憂 何気ない事からさやか戸J 

玉 一小

最優秀

ぽくのおとうさん

たのし?がったキャンプ

おとうさん大好き

はじめてのささぎとり

祐

尋

樹

木智恵美

憂

千

英

野

井

本坂

J¥ 

石

2 

2 

川辺小

玉一小

須釜小

秀

良

最優秀

優

{憂喜

里

花

大

麻

結

柏

j翠

津

割
一
塩

塩

玉一小

須釜小

須釜小

秀
一
秀

思
決
一
最

秀

{憂

{愛

マナーを守れる大人に

仕事が好き

達友彦

幸

裕

日百

美

真野自

藤

藤

須

須

2 

2 

中

須釜中

中

泉

泉

良

秀

良

優

優

{憂

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
が
主
催
し
た

「
家
庭
の
日
」
作
文
と
書
写
、
「
少
年
の
主
張
」

作
文
の
各
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
叩
月
お

日
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

優

{憂

最優秀

いごを習うようになってから

夏休みの家族旅行

みんなでりょこうにいったこと

楽しいじゃがいもほり

私の家族はペンキ屋さん

田んぼの草かり手つだい

やさしい心とべんきょう

私のひいおばあちゃん

いんきょおばあちゃん

みんなで、頑張ってます

歯医者さんに行ったら

今、思うこと

おばあちゃんの笑顔

キャンプでの仕事

ひとり増えた家族

ジャム作りに挑戦

ピヨとピヨピヨ

心』こ残ったこと

わたしのかぞく

かぞくかいぎ

あだたら登山

やさいづくり

ぼくの家族

サラダ作り

私の家族

キャンプ

家族旅行

荘、の家族

私の弟

草かり

家族

恵

江

織

由喜 枝

理

美

美

美

子

豪

一
香

子

香

宿
心

美

|肌

子

費

子

士
nU

真 祐美

美

子

子

子

子

匠

期

手口

めぐみ

釆IJ
h 

っかさ

正

聖

沙

首ヨf，e，.、

校

美

良

秀

美
一

泰

目..._・
JL 

淳

政

真

美

彩

淳

}自

佑

政
弘

!lin 
fヨ

由

佐久間

大手[1田

ノ，、
'口マ

i次

木

Yr 

木

木

主l手

木

4艮

吹

本

木

主十

方三

林

木

音~

木

i事

藤

針

津

'ヨ々
有丁

藤

旧

野

木

田

p、ふ
1l'I1 

須

、h
y
e
e

明
、
、
刊
号
a

・

4

1

;
ー

止
ま
一
止
ま

塩

1.>6、
31'11 

関

矢

坂

塩

十
日
十

矢

矢

大

安官

鈴

イ左

車

矢

大

。一小

円

片

月

4 

4 

F 
d 

5 

6 

6 

6 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

4 

5 

5 

5 

5 

f 
J 

6 

6 

6 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

玉 一 小

須 釜小

須 釜 小

玉 一 小

川辺小

玉一小

川辺小

川辺小

須釜小

玉 一小

玉一小

玉 一小

川辺小

}II辺小

須釜小

須釜小

玉 一小

玉 一 小

}II辺小

須釜小

玉 一 小

玉一小

玉一小

!日辺小

須釜小

玉一小

須釜小

須釜小

須釜小

川辺小

l宇泉

秀

良

良

秀

良

良

良

良

良

良

良

最優秀

秀

秀

良

良{憂

最優秀

秀

秀

良

最優秀

良

良

良

秀
一
良

良

最優秀

秀

秀

{憂

{憂

優

{憂

{;[ 

優

{憂

{憂

{憂

{憂

{憂

優

{愛

優

優

{憂

{憂

優

擾

{憂

優

{憂

{憂

透

玉 一 小

江

校
一
尚

車問

一

希

恵一理一友一
1
t
一
伝
木

知
川
ニ
ョ
司

月定

子

樹

子

希

梨

夏

隆

紘

美

子

沙弥香

恵

子

i悶

F 
4ζ' 

あゆみ

i告

史

健

裕

真

秀

薩

設ま
dじみ、

理

淳

度ー

澄

正

陸

恭

康

佳

結
一
文

千

形

i次

木

田

j宰

沢

ネ良

4長

木

オミ

鎌

j安

オミ

木

安j'

井

釜

木

原、

田

[] 

回

田

司

回

鈴木

ιλ 
届

木

内

田

士
口

塩

味

z、品.
3I'TI 

鈴
一
須

車

J¥ 

鈴

鈴
一
近

鈴
一
宗

r
氷山

鈴

塩

車

藤

甜i

矢

榊

石

石

石

関

関

関

角

4 

4 

4 

5 

5 

5 

F 
J 

5 

5 

6 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

今。
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「
J 

6 

6 

6 

3 

3 

3 

4 

4 

須 釜 小

川辺小

玉 一 小

玉 一 小

日|辺小

須 釜 小

須 釜小

玉 一小

}II 辺小

須釜小

須釜小

玉 一 小

須釜小

玉 一 小

川辺小

}II辺小

須釜小

玉 一小

}II 辺小

須釜小

須 釜 小

川辺小

玉 一 小

玉一小

秀

秀

良

秀

良

良

秀

良

良

良

秀
一
秀

良

良

艮

良

良

良

良

艮

{憂

秀
一
秀

優
一
最一

子

良

考えた口だけの人間

生きる事の幸せ

便利さに頼る生活を考える

社会での環境の問題

子

広

智

恭

貞

回

里

大川内

太

双

2 

3 

3 

須釜中

中

須釜中

泉

良

最{憂秀

{憂

席

族

一

定

家
一
弟
一
夢
一
指

の

一

の

一

の

私

一

私

-

私

兄

子

美

子
一
旬
百
一佐

賀
一

野

{愛

々
C

一

1
)

一
さ

一

僕

や
一
は
一
の

の
一
僕
一
夏

当
一
、
一
の

本
一
今
一
こ

子智I尺i暴3 中泉秀優恵日刀rr，
 

中泉良

平i羊森石3 頚釜中秀{憂あゆみ小針中

6 

祐

朝

泉良

私も頑張らなくちゃ

ネ良関

有

祖母の口癖

母の大切さ

あれから約2年

森 真 苦

鈴木恵美子

鈴 木千恵子

石

lヤ

須 釜 中

英

捗I

子

3 

3 

泉良

良

文

由

期

須釜中

中泉

{憂

{憂

田

藤

越

良

良

6 

6 

大

ム
f
A

佐

大

{長

{憂

玉 一 小

玉一小

2 

2 

2 

2 

3 

良

良

須釜 lヤ

中

中

須釜中

手恵

幸

里

麻理子

友

泉

泉

美

美

吹

鎌

m 

'ロマ

j事

最優秀

秀

良

矢

瀬

塩

良

f憂

{憂

藤

泉

泉

~'­
"司

3 

中

中

須釜中

須釜中

6 

泉

泉

子

ロ
木
，A
s

・

ほ

良

良

さやか

芯ミ
与え.

美

:
“
 

一ハ一一
[一
一
一

じ
白
一か
い
い
町
一
¥

-

(

4
 

…は
いせ
い一怯
…子

一一人
一幸
一船
一一

み

@{ 

曲

国井

真
一
倉
一
仁

iJJ 

弓

鎌

}II辺小

中

中

中

泉

良

秀

秀



精神の自由と、

児
童
生
徒
作
昂
展
室
主

美
奈
潤
一
一
一

め

加

筆

明
針
楽
森

4
小

相

石

口 一

塩高大大手品会んら;香川・:-

(玉ーノ'J，2年)
(須釜1J，3年)
(須釜ノ~，5年)
(須釜lJ，6年)

• lJ，針ー籍(玉ー/J¥2年)
・八竺智慧美(須釜lJ，2年)
・木戸智美(須釜lJ，4年)
・/J，針拓史()11辺ノ'J，5年)

昭吉 (jt須釜)

操 (JI!辺・2点)

安喜(小

Bd吉(北須釜)

繁(中 2点)

辺)

昭吉 (jt須釜)

高)

辺)

高)

操()11 

(小

j
 
j
 

s
l
j
 

/
{
¥
 

-草野

-草野

-矢部

-草野

-岩谷

-矢部

-7蕎井

-大竹

-溝井

蹟県知事賞

黄

掴村議長賞

周村教育長寅

麗JA初[くま石JI/
組合菩襲

国葱花愛好会長賞

置公民館長賞

量長宝菌翼

長-村

税
に
関

木津内長

結彩賞

す
る
習
字
展

口

j jjjj 

-' 

長
葉
、
濁
一
(
須
釜
小

1
年
)

尽
[
隆
(
川
辺
小
2
年
)

沙
弥
香
(
須
釜
小

3
年
)

総
美
(
玉
一
小

4
年
)

英
樹
(
玉
一
小

5
年
)

康
寛
(
川
辺
小
6
年
)

山
崎
一
や
か
(
泉
中

1
年
)

sー
さ
(
向
液
中

2
年
)

千
恵
子
(
泉
中

3
年
)

置
玉
川
村
・
丹
・石
・
鈴・4p

A
U景山

.
須
・
車
・
溝
・
矢
・
瀬

会
(
川
辺
小
1
年
)

梨
(
玉
一
小

2
年
)

香
(
玉
一
小
3
年
)

啓
章
(
川
辺
小
4
年
)

位
美
(
川
辺
小
5
年
)

恭
子
(
玉
一
小

6
年
)

葉
樹
(
須
釜
中

1
年
)

兼
次
(
須
釜
中

2
年
)

麻
理
子
(
須
釜
中

3
年
)

谷吹井田釜木

常イモ

-3毒井治男(小高)
圃公民鱈長質

・奥野田部(中)

層福島民友新聞社員

・草野光雄(中)

.JAあ，jiくま石}I/泉支窟長藍
・石井スイ子(小高) 異・JAあ，ji‘くま石JI/須釜支局長員
・奇寅 勝(吉)
.特別員

・石井スイ子(小高)
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展草野山田
n
D
 

η
4
 

第

副村長糞

¥奥野田郎(中)・草田
(JJ，高)

瞳村議長賞

・溝井博道(小高)
.会長島



平成?年11月

[}>fl三宅?J@~
IN 

記号かむ.
ーみなさんからの話題を

おまちしています一

役場企画調整課
広報係まで

広報たまかわ

学校林活動で、泉中が

県教育長賞!こグ
第46回掲島県学校林活動コンクールで、泉中学校
(須田昌守校長)が福島県教育長賞を受賞しました凸

泉中学校では、生徒会を中心に学校や地域が一体

となって、杉・赤松などが植えられた学校林(約2.9 
ヘクタ-)レ)の管理を行い、勤労体験学習や環境教

青の向上に学校林が大いに利用されています口

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
熱
戦
展
開

第
お
回
玉
川
村
氏
体
育
祭

平成?年11月広報たまかわ

「
着
陸
失
敗
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ン

f

旅
客
機
が
炎
上
HH」

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
お
回
玉
川

村
民
体
育
祭
が
開
か
れ
、
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
住
民
ら
約
納
入
が
参
加

し
ま
し
た
D

須
釜
小
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
入
場
行

進
し
た
あ
と
、
車
田
村
長
が
出
場
者

た
ち
を
激
励
。
ふ
く
し
ま
駅
伝
の
選

手
が
一
人
ず
つ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
「
地
球
は
ま
わ
る
」
や
各

種
の
「
区
対
抗
リ
レ

l
」
な
ど
、
団
体
、

偶
人
の
お
種
自
が
行
わ
れ
、
き
わ
や

か
な
秋
空
の
下
、
村
民
ら
が
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

区
対
抗
で
は
、
小
高
区
が
優
勝
し
、

2
位
が
南
須
釜
区
、

3
位
は
中
区
で

し
た
。

福島空港消火救難訓練、実施

福島空港で、航空機事故などの緊急事態に

僑えて消火救難総合訓練が行われ、同空港の

消火救急隊と県中、県南の各広域消防組合や

地元消防団、医療、警察など関探45機関・団
体から約200人が参加。 r故障のため当空港に
緊急着陸した旅客機が、オーバーランし事故

発生。機体が炎上した」との想定で、本番さ

ながらの緊迫した訓練を展開しましたD

秋
季
検
閲

「
僕
う
は
も
う
、
飛
行
機
博
士
」

村消防団(大竹勝義団長)1
1恒例の秋季検

箆が、10月29日(日)村民クラウンドで行わ
れました。
大竹田長が r{主畏の生命や財産を火災か
ら守ってほししVと訓示。通常点検や機械器
異点検で統監の車田村長らの検閲を受けた
後、団員らはこ仁ピキピと分列行進を震関し

ました。表彰受賞者は次のとおり。{敬称略i
E図長表彰〈特別表彰) .大竹和久(岩法
寺分団長).大竹健二-佐久間福男・石森
栄・石森吉男・ )J¥林和良(同分邑員)

福島空港国際定期路線開設促進韓国フェア
県や須賀川市-玉川村などで構成する実行委員会主催

による「韓国フ工アJが、須賀川市文化センターで開催

されました。

第 1部では福患大学の下平尾勲教授をコーデイネー

ターに、国際化に向けての空港フォーラム(集会)が4
名のパネリストを迎えて開力¥れ、ソウル便開設に向けて

の有意義な提言がありました。第2部は韓国民俗歌舞芸
術自による芸能フ工スティパjじが華やかに催され、韓国

の文化、芸術に親しみました。

村
内
小
学
生

福
島
空
港
体
験
教
室

地元にある空港をよく知ってもら
おうと「撞患空港体験教室Jが関か

れ、村内3小学校から 6年生124名
が参加しました口
教室では、実際の搭乗までの手続
きそそ教わり、また機内も見学するな
ど、子供たちは飛行機や空港の知識

をいっぱい身につけました。この教
室は、地域おとし事業「工アボート
ルネッサンス」の一環として、玉)1/
村翼の会が主催したものです。

「
世
界
で
た
っ
た

ひ
と
つ
の
貯
金
箱
」

私
の
ア
イ
デ
ア

貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル

10 

郵
政
省
主
催
の
第
幻
回
私
の
ア
イ

デ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
村
内

か
ら
加
点
(
玉
一
小
日
点
、
川
辺
小

幻
点
、
須
釜
小
国
点
)
の
工
夫
を
凝

ら
し
た
貯
金
箱
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
村
内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
{
敬
称
略
}

ロ
東
北
郵
政
局
長
賞
・
小
山
田
佳

織
(
須
釜
小
5
年
)
ロ
郵
便
局
長
賞

・
車
田
美
幸
(
玉
一
小
2
年
)
・
鈴

木
淳
子
(
川
辺
小
3
年
)
・
石
森
孝

美
(
須
釜
小
1
年
)
・
瀬
谷
香
保
里

(同
5
年
)
・
八
木
達
彦
(
向
5
年
)
・

小
原
和
也
(
向
6
年
)

山
人
参
加
し
て

村
長
杯
コ
ン
ペ

第
9
自
主
川
村
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
、
福
島
石
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
村
内
外
か
ら
山
人
が
参

加
し
、
和
や
か
に
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
優
勝
溝
井
末
一
(
村
外
)

-
準
優
勝
車
田
永
勝
(
小
高
)

ま
た
、
マ

i
ベ
ラ
ス
末
広
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
、

8
万
7
千
加
円
が
寄
せ
ら
れ
、
全
額

を
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま

し
た
。楽

し
く
歩
い
た

玉

川

路

翠

歩
け
あ
る
け
健
康
家
族
大
会

第
5
回
玉
川
村
歩
け
あ
る
け
健
康

家
族
大
会
が
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
空
港
公
闘
を
往
復
す
る
約
8
キ
ロ

の
コ

1
ス
で
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

の
村
民
ら
約
別
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

幻
の
チ
!
ム
に
分
か
れ
た
参
加
者

ら
は
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
楽
し
み

な
が
ら
元
気
に
歩
き
、
玉
川
の
秋
を

満
喫
。
ゴ

1
ル
後
は
「
ょ
っ
ば
の
会
」

の
方
た
ち
が
作
っ
た
豚
汁
で
疲
れ
を

い
や
し
ま
し
た
Q

11 



あの感動と涙をもう一度!
NHKビデオ r，3¥くしま国体J
~限定頒布・予約受付申~

財団法人NHKサービスセンターでは、

寄島県国体実行委員会の協力により「ふ

くしま国体Jの記銀ゼデオを制作し、広
く累毘の皆様へ実費頒札1たします。

掴覆類 (集密演技編J VHS 120分
[ハイライト嬬JVHS 90分
各巻 6，000円(消費税込み)
送料 500円. • .1本のみお申

込みの場合

※代金は、現品発送時に請求書、郵便援

替用紙を同封いたしますので、現金、郵

便振替、盟行送金のいずれかでお笠払い

ください。

劃繍布開始 12月上旬(予定)
掴串込方法 郵便、需話、ファックスで

お申込ください。

詳しくは、 NHKサービスセンタ一地

台支高官022(261) 7373までお尋ねくだ
さい。

ち〆嫡劇的ステージ
出立宮古海員学校生徒募集 f

平成8年度に入学する生徒を次により募集
します。

砂櫛要舘業年限3ifの船員数湾機関
砂募集人員本科約40名

砂受験資格 申学校卒業者(卒業売込みを議む)

惨葬集日程

平成8年 1月1日か5
戸籍手数料、変更!

平成8年1月1白から、戸籍手数料が次のよ
うに改dJされます。

(一部搭載)

自第12自村民卓球大会E
玉)11卓球クラブ(塩津正勝会長)主催の卓

球大会を下記により開寵します。

記

12月10日(自)午前9時間会
勤労者体育センター(高須釜)

小孝生の部fシンク、jしスj
中寺宝から一般の部

[シングルスとダブルスj
村内仁住んでおられる方
または村内に勤務する方

・参加申込 12月1臼(金)までにクラブ会‘
(fi57-3907)または村公民館へ

(O(j@ 

時
所
目

日
場
覆

E
E
E
 

圏直圏直の健康ごよみ

-蹴改センター

保1高指虫症教室

午後9時30分~午後 1時

吾醤がん検診

午後8時30分""9時

否密がん検診

午前8時30分""9時

午後1時30分""2時

機能訓練・-

午後1時30分""3時30分

.11月

17B(金〉

18B(土〉

22臼〈水)

盟参加翼搭

29日(水)

.12局

5B(火〉

閉館措

1月10自体)'"
1月22臼(月)

400丹1450円

700P31750円

変貌事瑛
1300F号1350内
11牛 1月25日(木)

1)e 

1遇

口 Ii寝かれた戸籍に記織した I~務事líì
I :::_:~~:"_::::~.N~'~I~:':~~1400丹 1450円
i号喜朗こ憶する証明 111ヰ

大木吉宗)催

鍵幸づくり讃潰会

午後6持30分'"8 H寺(講師:石川雄一先生)
成人病予妨教室 0 ・・ 0・・四辻農業研11多所

午後9時30分~午後 1時

すくすく広場

午前98寺30分""12持
乳児健欝 φ 。

午後 1時 ""'1時30分

機能笥11練・・・

午後1時30分""'3詩30分

3議漉含予間蟻覆・

午後1時'""'1時15分

3犠混合予防接種・

午後 1 時~1 時30分

成人病予部教室・

午後9時30分~午後 1時

6自〈水〉

8B(傘〉

7 B(木)

2 雪!緩かれた戸鐙の控室抄本

3 ロ!時に記載した翻に
弓 i認する間

1 iきi戸籍の驚抄:;r;:

平成7年12月14BC木)午後6詩30分"-'8時
マーヴェラス末広(中)
500丹{入場券取扱所;商工会/あめだや
宝屋高岳/I}I房、構肉屈/関根菌感/三域寿し

プラザ軍部]
玉川村翼の会(理事長

-日時
・会場

・入場料

惨筆記試験制自 国語、数学、英語

詳しくは、ボ記までお問い合わせください。

宮古溝員掌校教務課

〒027 岩手東宮古市磯鶏12-48-2
岱 (0193)62-5316 

せ5
 
nu 
舟ヌ

!
お
節季閣のタン

議患累内での狩猟期間{立、 11月158

から平成呂年2月九日まで(一部の毛皮
獣は12月18から平成8if1月31自)で
す。次のごとに注意して、事故・違庄の

ない楽しい狩猟をしましょう!

-登録証在携帯し、狩猟書記章を胸部ま

たは帽与に付けてください。

・捕護できる馬獣、数、禁止の場所など

について事需に確認してください。

詳しくは、県中林業事務所合0249-

35-1363または役場農政課まで。

注目(火〉

13日〈水)

14日〈木)

山小鹿公民館15日(盆〉

回申込方法 役場建設課構え付けの申込書

で、11月248までに間諜へ提出してください。

.訴付書類や入窟議搭など詳しくは役場建設

課宮町一3101(内25)へお尋ねください。

.. ""~祖国E担圃E零畢圃配理・・!!!-

村では玉川岡地5号棟の入窟蓄を次により
募集しています。

聾戸数ア戸

村蛍玉J11団地5号棟完成!

平成7年分

年末調整説明会の開催

年末謂整の説明会者次!こより開催

します。

田開催日(石JII郡)
平成7年11月21日(火)

国時間

午後 1時30分，.，_.4碍

盟会場

石川地方農業共済組合(石川町)

詳しくは、須賀川税務署合0248-
プ5-2194へお尋ねください。

芝

山

山

政

一

夫

友

彦

広

志

ま

一

勧

島

町

晃

晃

山
山
一
明

mm
和

兼

信

正

秀

忠

ざ
一
け

明」一句つ一と一で一め一お一生一誕一お一

治

男栄

名
川
明
い
魁
み
美
さ
季
α
穂
と
人
き
希
川
知
十
一
日
博
阜
県

訳
u
寛
ぁ
亜
日
瑞
日
秋
い
関
川
瑞
ハ
友
川
和
い
俊

白

瓶

橋

藤

藤

田

町

鎌

吹

森

森

出

三

佐

須

車

倉

矢

石

地[z:
JlI 辺
ノノ

ノノ

小高

中

岩法寺

北須釜

山小屋

あ
り
が
と
う

旧
月
白
日
の
献
血
者
は
次
の
臼
名
で

し
た
。
あ
な
た
の
愛
に
感
謝
い
た
し

ま

す

。

(

敬

称

略

)

(
太
字
は
m
M
M
献
血
者
)

橿
福
島
双
羽
電
気
(
市
名
)
秋
田

秀

男

有

我

冬

石

森

と

よ

稲

川
と
く
子
岩
谷
共
利
大
中
茂
喜

金
沢
政
彦
草
野
代
道
小
林
タ
ツ

子

坂

騎

昭

佐

藤

健

一

須

田

陽
子
中
島
敏
光
新
困
問
男
本

田
問
調
駒
木
根
工
業

(
6
名
)

青
木
英
夫
大
竹
い
ち
子
小
格
和

由
民
南
傍
玲
子
宗
保
明
美
吉
田

義
援
国
片
山
ゴ
ム
(
旧
名
)
阿

部
光
吉
荒
牧
勇
二
一
石
森
金
弘

大
木
ミ
ツ
子
大
野
と
み
子
大
野

八
恵
子
草
野
と
し
子
草
野
寿
治

近
内
源
吉
塩
沢
善
勝
鈴
本
繁
一

葉
萱
平
菌
棄
輩
秀
和
・
J

A
須

釜
支
居
前

(
3
名
)
石
井
正
光

境
田
キ
ヨ
子
八
木
喜
孝
白
玉
川

一
畜
産
セ
ン
タ
i
(
7
名
)
阿
部
金

四
郎
石
森
三
男
佐
久
間
昇

須
田
正
符
宗
形
菊
男
本
野
憲
一

渡
辺
英
雄
聞
役
場
前

(
6
名
)

草
野
光
離
草
野
正
博
車
問
豊
美

鈴
木
健
一
西
川
美
枝
子
真
弓
喜

重次
の
方
々
は
成
分
献
血
者
で
す
。

小
原
幸
春
漕
手
広
符
溝
井
康
夫

を

(10丹届出分)
年齢 世帯主名

88 締之
44 孝子
66 秋雄
25 明美
62 正雄
86 忠義
ア3 福虞

86 f中夫
80 政義

死亡者氏名

田タリ

鈴木和夫

関根シマ
太田秀幸

相楽喜久雄

増子チヨ

須田シノ

石森キクヨ

真野田政雄

地医

JlI 辺

小高

竜崎

嘉須釜

北須釜

山小屋

山新田

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

村
公
民
館

炎
天
に
鍬
を
振
る
え
ば
穂
の
揺
れ
て

老
い
の
ち
か
ら
に
溝
切
る
夫

溝
井
は
な
よ

広
{
顔
の
花
の
一
つ
が
揺
れ
て
お
り

ふ
が
き
ど
ん
、
ほ
、
が
相
乗
り
を
し

T

小
針
み
ね
子

蝶
一
つ
風
に
来
リ
き
て
わ
れ
の
待
つ

花
に
ま
つ
わ
る
暖
か
き
畑

ツ
ヤ

耕
沼

杖
の
虫
音
譜
も
な
さ
に
名
諒
子

庭
に
こ
よ
い
も
演
奏
し
マ
お
り

は
ん

実
り
田
に
接
持
ら
む
ピ
這
い
ゆ
け
ば

弾
け
る
ご
と
く
来
ザ
散
ら
っ
者

泊
中
き
〈
み

受付時間須釜公民欝-保健センター

真
弓

2万円
2万円
5万円
3万円
5万円
3万円
1万円
5千円

14万3千円
(村社会福祉協議会)

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げますD

記
・J//辺の吉田縞之さんから
・小高の関根秋雄さんから
・南須釜の相楽正雄さんから
・ ゃ の増子忠義さんから
・北須釜の須田福慶さんから
・山小屋の石森伸夫さんから
・山新田の箕野呂政義さんから
・玉;11t1J野草会の溝井博道会長から
・東京玉Jfl会の皆さんから

月

の

納

税

村

県

民

税

3
期
分

自
民
健
康
保
険
税

5
期
八
力

国

民

年

金

け

月

分

【
綿
期
限
は
け
月
幻
自
(
用
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

品フ

管 1，764p(-1) 
拡 7，706人(-2) 

' 五
3，804人(-3) 

3，902人(+1) 

村のようす
(71:i:10月18現在)
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「
青
年
陸
上
は
戦
後
の
希
望
グ
」

こ
の
写
真
は
、
河
平
の
真
野
日
照

治
さ
ん
(
侃
歳
。
写
真
中
列
左
端
)
か

ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
出
須
釜
村

青
年
団
陸
上
競
技
会
で
山
小
屋
分
団

が
優
勝
し
、
そ
の
祝
賀
会
が
催
さ
れ

た
と
き
の
写
真
で
す
。

「
戦
争
中
は
や
め
て
た
ン
だ
が
終

わ
ッ
と
す
ぐ
始
ま
っ
た
。
陸
上
は
南

や
北
が
強
ガ
っ
た
が
、
山
小
屋
が
初

め
て
優
勝
し
た
こ
ン
と
き
は
確
か
昭

和
M
年
頃
だ
っ
た
」
と
照
治
さ
ん
。

祝
賀
会
場
と
な
っ
た
団
長
(
石
森

米
三
郎
氏
。
九
歳
、
山
小
屋
。
写
真
中

列
右
か
ら
2
番
目
)
宅
で
勢
ぞ
ろ
い

し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
中
列
右
端
旗
の

わ
き
の
人
は
故
石
森
留
義
さ
ん
(
山

小
屋
、
峰
夫
氏
の
叔
父
)
で
、
後
列

左
か
ら

2
番
目
の
石
森
清
正
氏
(
刀

歳
、
山
小
屋
)
と
共
に
マ
ラ
ソ
ン
の

県
登
録
選
手
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
清
正
氏
の
右
が
真
野
自
裕
雄
氏

(
臼
歳
、
河
平
)
で
、
更
に
右
へ
石
森

郷
政
氏
(
侃
歳
)
石
森
仲
夫
氏
(
日
歳
)

と
続
き
ま
す
。
後
列
左
端
に
異
野
自

力
男
氏
(
現
東
京
玉
川
会
副
会
長
)
の

顔
も
見
え
「
南
須
釜
分
団
だ
が
招
待

で
来
て
た
」
と
照
治
さ
ん
。

山
小
屋
が
優
勝
し
た
こ
の
時
は
短

距
離
が
強
く
、
特
に
故
石
森
寅
蔵
さ

ん
や
故
草
野
正
司
さ
ん
、
石
森
清
春

氏

(η
歳
)
ら
は
速
か
っ
た
そ
う
で
す
。

十I't中ふるさとありJ

一東京玉川会員だより-

東京都江戸川区

宇自川七郎さんは七須釜出身)

朝
夕
の
冷
え
込
み
も
厳
し
く
な
り

ま
し
た
が
、
玉
川
村
の
皆
様
お
元
気

で
し
ょ
う
か
。

私
は
昭
和
お
年
に
1
度
白
河
に
住

み
、
そ
の
後
お
年
に
東
京
へ
移
り
翌

年
結
婚
。
子
ど
も
は
娘
が
2
人
で
、

今
年
5
月
に
初
孫
が
生
ま
れ
に
ぎ
や

か
な
毎
日
で
す
。
現
在
3
階
建
て
の

ピ
ル
を
建
築
中
で
、
年
内
に
は
完
成

の
予
定
で
あ
り
、
一
家
6
人
新
し
い

家
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
が
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。

私
は
白
河
時
代
の
経
験
を
生
か
し

木
炭
や
薪
の
販
売
で
進
ん
で
き
ま
し

た
が
、
昭
和
お
年
頃
か
ら
石
油
類
の

販
売
を
手
掛
け
、
そ
の
後
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
や
燃
料
、
現
在
は
住
宅
設
備
機

器
も
販
売
し
て
お
り
、
日
々
変
わ
り

ゆ
く
中
、
不
況
に
も
負
け
ず
楽
し
く

生
活
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
庖

舗
と
し
て
、
書
籍
と
文
具
事
務
用
品

セ
ン
タ
ー
(
初
坪
)
が
日
月
M
日
に

オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
、
忙
し
い
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

中
で
ふ
る
里
の
昔
の
こ
と
を
思
い
だ

し
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

事
あ
る
ご
と
に
、
ふ
る
里
は
心
か

ら
離
れ
ま
せ
ん
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
玉
川
村
の
皆
様
く
れ
ぐ
れ
も

お
元
気
で
。

H

心
は
年
を
取
ら
な
い
っ

幸
せ
と
思
え
ば
、

毎
日
が
幸
せ
な
り
H

14 -E華麗C~II臨調書量誼湿器雪面E雲監言2・z・IIDS露-謹・困層~靖国回目白髭議選軍緬




